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平成２４年　２月　２日

自然豊かな環境の中に施設があり、ホーム内の共用空間の窓からは周りの景色が一望でき、利用者の皆
様は穏やかに過ごされています。
日常的な散歩や買い物、季節ごとの花見や遠足等外出する機会が多く、近隣の幼稚園や、小・中学校とも
交流があり、ホーム内においても様々な行事が用意され、楽しみを持って生活が送れる支援がされていま
す。又、利用者それぞれに合わせた支援もされており、下肢筋力が低下した利用者に対してはホーム内に
おいての歩行訓練や運動器具を用いてのリハビリが行われ、編み物や書き物等の趣味を継続できる支援
もされています。
利用者の皆様が職員とともに家庭的な雰囲気の中で生活が送られています。

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合
（基本情報リンク先URLを記入）

（別添情報提供票のとおり）

特定非営利活動法人　カロア
大阪府泉佐野市泉が丘４－４－３３
平成24年2月21日

　ご利用者に出来るだけ外の空気を味わっていただけるよう、外出の機会を多く提供させていただいてい
ます。散歩で気分転換、下肢筋力の維持に繋げ、散歩が出来ないときでも館内で一緒に歩いたり、運動器
具を使用し体を動かしていただけるよう努めています。また、ご利用者個人の状態に合わせた、食事や趣
味等をご用意させていただくよう対応させていただいています。出来ることは可能な限り職員と共に行って
いただいています。健康・能力の維持、寝たきりの防止に努め、長くグループホームでお過ごしいただける
よう努めています。

評価結果市町村受理日

　２７７０５００６９８
　社会福祉法人　和泉福祉会
　ひかりの園グループホーム

　大阪府和泉市下宮町２０５－５

　平成２４年　２月　２日 平成24年3月30日

　認知症対応型共同生活介護



実施状況
次にステップに向
けて期待したい内
容

○理念の共有と実践
　地域密着型サービスとしての意義
を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　
　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献
　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

○市町村との連携
　市町村担当者と日頃から連絡を蜜
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでい
る。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束しないケ
アに取り組んでいる

○虐待防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所ないでの虐待が見
過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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法人の理念をもと
に、グループホー
ムの目標を作り、
共有・実践してい
ます。

日々の散歩をい、
ご近所の方と挨拶
をしたり、幼稚
園・小学校との相
互訪問等行ってい
ます。

ご利用者とグルー
プホーム前の道路
等清掃行っていま
す。

施設関係者による施設
の視察を受け意見をい
ただき、ご家族様には
家族懇親会を開き、行
事内容やご様子の説明
を行っています。

外部評価自己評価

実施状況

和泉市より派遣される
介護相談員の訪問をい
ただき、相談員が直接
見た、施設の状況、ご
利用者との話が市に報
告され、指導を受けて
います。

玄関の施錠は外出
後戻れなくなる方
がおられるのでや
むを得ず行ってい
ますが、その他の
身体拘束は一切
行っていません。

6 5

虐待について、管
理者・主任、職員
ともケア会議、
ミーティング等で
話をし、相当する
ことないよう注意
しています。
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毎月、市の介護相談員の
訪問があり、ホームの状
況及び利用者の様子が報
告されています。それを
通して指導を受けていま
す。

ホーム側からも積極的に
市の担当者のところへ出
向くなど、日頃から連絡
を密にし、協力関係が築
いてはいかがでしょう
か。

職員に対しては身体拘束
に関する研修を行い、知
識を深めていますが、利
用者の安全面を考え、玄
関、階段、エレベーター
は常に施錠がされていま
す。

職員理解をより一層深
め、職員の見守り体制づ
くりや、少しの時間から
でも鍵をかけない時間を
作るなど、鍵をかけない
ケアの工夫がされてはい
かがでしょうか。

グループホーム独自
の目標が玄関及び各
フロアーに掲げら
れ、年度始めの研修
においても目標の話
がされ職員全体に意
識統一がされていま
す。
散歩や買い物等の日常的
な外出時の近隣の方への
挨拶、また近隣の清掃活
動を通じて地域とのかか
わりがされています。幼
稚園、小中学校とも相互
の行事等を通じて訪問が
行われています。

年５回の開催があり、同
一法人内の施設関係者が
参加されサービスの質の
向上について話し合われ
ています。

より一層の地域交流が深
まるよう、昨年度より検
討されている自治会への
入会を再検討されてはい
かがでしょうか。

同一法人内の職員だけで
なく、利用者及び利用者
家族、その他地域の方や
市職員及び地域包括職員
等多方面の方の参加を求
め、サービスの向上につ
いての話をすることが望
まれます。

Ⅰ．理念に基づく運営



○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見人制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係
者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

○契約に関する説明と納得
　契約の締結、解約または改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映
　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、それらを反映させている

○就業環境の整備
　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み
　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際の力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上
 代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会を作り、ネットワー
クづくりや勉強会、相互訪問の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

面会に来られた家族に対
しては積極的に話をし、
何でも相談できる関係づ
くりがされています。利
用者や家族から出た意見
や要望は職員間でも話し
合いがされ運営に反映さ
れています。

法人内の施設間で
の勉強会や情報交
換を行っていま
す。

人事考課制度を導
入し、面接などで
職員の意見等確認
し、指導方法の検
討、内容の充実に
取組んでいます。

認知症対応型ｻｰﾋﾞ
ｽ事業管理者研修
等の受講、法人内
での研修等への参
加を行っていま
す。

会議やミーティング等、
職員が積極的に意見を言
える機会作りがされてい
ます。又、管理者は普段
から職員の要望や意見を
聞き入れるよう努めてお
り、それらの意見や要望
が運営に反映されていま
す。

以前は青年後見人制度
を利用されている方が
おられ、ご家族にも支
援いただいていました
が、現在、該当者はお
られません。
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ご契約の際、グループ
ホームでの対応の限界や
退園していただく条件も
お話し、その後のフォ
ローについてもご不安に
思われないよう説明し、
また、ご質問があればお
答えしています。

市からの介護相談員の訪
問があり、ご家族にはお
電話や来園時にお話を
伺っています。重要事項
説明書にも苦情受付窓口
を記載し、玄関にも連絡
先を掲示しています。

会議やミーティン
グで意見を聞き、
日常的に対応や業
務内容に反映して
います。
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○初期に築く本人との信頼関係
 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係
 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

○初期対応の見極めと支援
 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

○本人と共に過ごし支えあう関係
 職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援
 本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

○関係を断ち切らない取組み
　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

退園後も、ご家族
の介護等のご相談
をさせていただい
ています。

知人の方が面会に来られ
たり、その方々に絵手紙
や年賀状を出すなどの支
援がされています。又、
理髪店等馴染みの場所へ
の外出の要望があれば家
族の協力を得ながら外出
できる支援がされていま
す。

出来る事は可能な限りご
自分で行っていただくよ
うにしています。家事に
も役割を持っていただ
き、行っていただいた事
にはお礼を言い、共同生
活を送っていただいてい
ます。

ご入所前に出来る
だけ情報を把握
し、ご本人が安心
してお過ごしいた
だける環境を用意
しています。

ご家族からのご相談には
丁寧にお答えするように
しています。また、入所
後のご様子を連絡させて
いただいたり、グループ
ホーム以外のサービスに
ついてもご相談させてい
ただいています。

ご訪問いただいた
り、お手紙・年賀
状等を出していた
だけるよう援助し
ています。

ご利用者の様子を把握し、
席などを考え、適切な距離
をとり、必要であれば職員
が入り関わっていただける
よう配慮しています。ま
た、レク等行い、居室から
皆さん出てきていただき接
する時間を確保していま
す。
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ご家族様に行事予
定等お知らせし、
ご家族様にも参加
を呼びかけていま
す。

ご希望いただいてもすぐ
に入所していただける状
態にありませんので、介
護サービスを余りご存知
ない方には、各サービス
の説明を行い、選択肢に
ついてもご説明させてい
ただいています。
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る

個別のケア記録に、様
子や気付き、対応を記
録し、伝える必要のあ
ることは、ミーティン
グ等で報告しユニット
間でも情報共有してい
ます。

個人の食事内容、リハビ
リ、外出、買物、通院、
起床・就寝時間、体調不
良時の対応、来客への対
応、生活保護、成年後見
制度の活用等、様々な支
援を行っています。

地域の診療所や整骨
院、精神科医の往診と
いった医療面の支援
や、歌クラブ、保育
園、幼稚園、小学校
等、地域住民等と交
流、支援をいただいて
います。
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23

ケア会議及び日頃から職
員間で利用者についての
話がされ、その都度計画
の見直しが行われていま
す。医師や看護師、面会
に来られた家族からも意
見を聞き取り計画に反映
されています。

9

外泊・外出等の希望を
遠慮なくしていただ
き、ご本人・ご家族等
の意向を尊重し、ご本
人のペースで生活を
送っていただけるよう
に配慮しています。

ご利用者の状態に気を
配り、一人ひとりに適
切と考える対応を行っ
ています。また、日常
生活等にも、能力に応
じた役割を持っていた
だくようにしていま
す。
ケア会議にて、ご
本人の状況や希
望、ご家族様の意
向等を考慮して、
介護計画を作成し
ています。

入園前の面接、入
園後のご本人・ご
家族とのお話の中
で生活暦等を伺
い、対応に活かし
ています。

本人からの思いや意向が
聞き出せない時は、本人
の様子を見ながら、又家
族と相談し思いや意向の
把握に努めています。利
用者それぞれが、その人
らしく生活が送れるよう
支援されています。
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○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている
○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

本人・家族の希望により
ひかりの園診療所、もし
くはかかりつけ医の診察
を受けています。基本的
には、家族同行の受診で
すが、場合により通院介
助も行われています。

ご入園の際、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑでの対応
が困難になった場合、特養での
ﾊ゙ｯｸｱｯﾌﾟがあることをご説明
し、状態が変わられた際、ご相
談させていただいています。終
末期のケアについてもご本人・
ご家族の意向、適切なケアが可
能かを考慮し、改めてご相談さ
せていただいています。

日常的に災害について話
し合いを持ち災害を想定
し、慌てず行動できるよ
うに訓練されています。
年２回の避難訓練も実施
されています。

31

医療機関の地域連携室に
受診の相談や入退院の情
報交換をご支援いただい
ています。また、医療機
関からの許可があれば、
早期の退院にもできる限
り対応するよう努めてい
ます。

32

今後、地域との協力体制
を築いていかれることを
期待します。

ひかりの園診療所、提携
歯科医院、精神科医の往
診等に支援をお願いして
います。これら以外のか
かりつけ医への通院等に
ご家族にもご協力いただ
いています。

看護師訪問時や、ひかりの
園診療所と連携し、日常の
健康管理、医療面での相談
を行い、健康維持できるよ
う努めています。外部医院
への受診・往診時には、日
頃の様子等含め、情報提供
表にて報告しています。

11

重度化や終末期について
入所時から十分に説明し
ておられ、看護師にも相
談できるようになってい
ます。また家族の希望が
あればできる限りの支援
を心がけています。

30

33 12

34

一部職員が応急手
当講習を受講して
います。可能な限
り受講し、各職員
が対応できるよう
に努めていきま
す。

災害時の取り決め、緊
急連絡網を整備し、緊
急時には特養からの支
援、町内の消防団から
の協力を得られるよう
にしています。

35 13



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、集会に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

誕生日には、その方の好
きなメニューを用意した
り、季節に合ったメ
ニューも用意していま
す。また、おかずを作っ
たり、後片付けも一緒に
していただいています。

行事ごとなどでは、献立
を工夫し、盛り付けなど
は利用者と共に行ってい
ます。気候の良い時には
手作りのお弁当を持ち外
出も楽しまれています。

栄養士の作成したメ
ニューで食事を提供し
ています。水分は食事
時、食後、おやつ時な
どに必ず飲んでいただ
く時間を設けていま
す。

職員も一緒に食事を味わ
う機会を作ってみてはい
かがでしょうか。

ご自分で可能な方に
は、ご自分でしていた
だいています。ご自分
では難しい方について
は、整容、衣装等適切
に着用していただける
よう配慮しています。

一人一人を尊重
し、適切に対応す
るよう心掛けてい
ます。

買物等行きたいなど、意
思表示できる方は日常
的・自発的にされていま
す。自発的に言われな
い、意思表示の難しい方
については、ケース会議
等で検討し、対応してい
ます。
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援助が必要な時には、本
人の気持ちを大切に、自
己決定しやすい言葉がけ
を行っています。

生活の中で以前から楽し
まれていた趣味や習い事
が継続できるように支援
しています。

基本的な１日の流
れがありますが、
起床・就寝時間、
入浴、食事時間、
外出等、希望に沿
うよう支援してい
ます。

42

可能な方には声かけし、
行っていただいていま
す。ご自分で難しい方に
は、食後に歯磨きのお手
伝いを行っています。ま
た、歯科医師の定期的な
健診を受けていただいて
います。
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○排泄の自立支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応
　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援
　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援
　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や要領について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

週に３回の入浴日が決め
られていますが、利用者
の体調や希望に応じ、変
更も可能で、ゆっくりと
一人一人の気持ちに合わ
せた入浴を支援していま
す。

47

48

フロアにソファを用意し、ご負
担なく休息していただけるよう
にしています。また、フロアで
ウトウトされている方にはベッ
ドでお休みいたｄかうよう促
し、状態に応じて対応していま
す。また、寝具は施設の物も用
意し使用していただいていま
す、

排泄記録を付け、できる
だけご本人のリズムに合
わせて誘導しています。
また、排便状況を把握
し、体調の変化にも注意
しています。できるだけ
トイレで排泄していただ
けるよう支援していま
す。
水分を充分に摂取
していただき、排
便のない日数で薬
を服薬していただ
く等、便秘になら
ないよう配慮して
います。

炊事・洗濯・掃除等、
一緒にしていただいた
り、刺繍・編み物や、
折り紙を日課とされて
いる方にも続けていた
だけるよう準備してい
ます。

状態に応じて、渡してご
自分で服用していただく
方や、職員が介助し服用
を確認しています。症状
の変化があれば、ケー
ス・排泄記録に記録し、
把握するようにしていま
す。

基本的には決まった日時
に予定していますが、希
望や状態に応じて、日を
変更していただく等対応
しています。また、週３
回、一人ずつ、ゆっくり
と入浴していただけるよ
う支援しています。

43

46

44
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○日常的な外出支援
　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご入園前に、ご本
人が使い慣れた家
具や身の回りの物
品をお持ちいただ
くよう、お伝えし
ています。

施設内は手すりがあ
り、ﾊ゙ﾘｱﾌﾘーになって
います。物品も配置を
考え、車イスでも自由
に移動していただける
ようにしています。

家族の理解を得て、利用
者が安らげるなじみの家
具や趣味のもの、写真な
どが持ち込まれており、
温かい雰囲気づくりに努
めています。
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携帯電話をご家族が用意
してくださっている方も
おられます。希望で手紙
を購入される方や、年賀
状や暑中見舞いなど、可
能な方には作成いただ
き、ご家族等に出してい
ただいています。

静かで明るく、清潔な施
設を心掛けています。共
用リビングでは音楽・テ
レビ等用意しており、装
飾はご利用者にも製作し
ていただき、楽しめる場
所になるよう努めていま
す。

共用リビングや廊
下にソファやイス
を用意し、お好き
な所でお過ごしい
ただいています。

窓からは周りの景色が一
望でき、大変明るく清潔
にされています。壁には
利用者が制作された季節
を感じる作品があり、夏
祭りの時の金魚も大切に
飼育されています。
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51

50

毎日の散歩、週３
回の交代での買
物、季節毎の外
出、ご希望等伺っ
た際は、ドライブ
や散歩を行ってい
ます。

毎日の散歩を習慣とし、
地域の催しにも参加され
ています。一人一人の希
望により、美容室や買い
物などにも出かけられて
います。

一部の方が現金を
所持し、外出の際
に買物をされてい
ます。管理が難し
い方でも小額の現
金を所持している
方もおられます。



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

61

64 通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

58 利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59 利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60 利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている



○

○

○

○

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

68 職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67 職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない




